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研究目的

 舞踏は1960年 代に土方巽が創始 した前衛舞踊で

あ り, 70年 代 に入 ると彼の影響 を受けた舞踊家

各々の活動へと拡大 した。70年 代後半から80年代

になると舞踏家はその活動のフィール ドを日本国

外, 特にヨーロッパに広げ1, そこで公演活動 と並

行 し様々な国籍の人々に対するワークショップを

継続的に行 っている。受け手は舞台はもちろんの

こと, このようなワークショップを通 じて舞踏に

接 し, クラスが舞踏のひとつの窓口となっている。

本研究は, 第一段階として, ヨーロッパにおける

舞踏の登場の概要をふまえ, 日本国外にて継続的

に活動を続ける1人 の舞踏家 にインタビューを行

い, 彼の発言に焦点を当て, ワークショップにて

どのような意識で舞踏を提示 しているかを探るこ

とを試みている。今後段階を経て日本国外 におけ

る舞踏家の活動を明らかにすることを最終的な目

的としている。

先行研究

 舞踏に関する研究論文は1980年 代 より国内外で

数本発表され, -その中心は創始者である土方巽の

思想, 技法に重点がおかれた研究 となっている2。

その中で実際に数名の舞踏家のワークショップに

参加 し, フィールドワークを用いて舞踏の身体に

迫 った研究論文がある(LAAGE, 1993)3。 この

著者のような研究者のみならず現在活躍中のダン

サーの中にも舞踏のクラスの経験者やその影響を

明言するものは少な くないが, 発信者である舞踏

家が実際どのような意識で舞踏を提示 しているか

は, 明らかにされていない。 また 「舞踏は, 現在, 

我々が思っているよりも国際的になっている」4に

も関わらず, 日本国外での広が りについては未だ

十分に明らかにされていない。

方法 と試み

1.方 法

1.1.対象とする舞踏家

 日本国外で活動する舞踏家5は少な くないが, 本

研究では(1)最も早 くヨーロッパにて活動を始め, 

その後20年 以上と比較的長 くヨーロッパを中心に

活動 している。(2)活動において 「国際性」を意識

している。(3)「舞踏」「Butoh」の名称で国外で継

続的にワークシップを行 っている, などの理由か

ら舞踏家室伏鴻を対象とした6。

1.2.方法

文献 よりヨーロッパにおける舞踏の登場を明ら

かにする。2000年 のオース トリアのダンスフェス

テ ィバル[Intemational Tanzwochen]に 参加す る

とともに, 室伏鴻の舞踏のクラスを観察。現地で

の談話を経て同年9月 に日本にてインタビューを

行 った。

2、日本国外における舞踏家の活動

 室伏は一つの技法や型としてではな く, 「アンチ

ダンスのダンス」7として舞踏を提示 している。 ク

ラスを通 じて受講者らが 「西洋的な方法論の中へ

東洋的な身体論, 身体技法を持ち込み」8, 「それ

を踊 りの中に組み込んでね, 新 しい踊 りを創って

いけばいい」9と新たなダンスを生み出す体験 とし

てクラスを位置付けている。なお紙面の都合によ

り 「ヨーロッパ における舞踏の登場」「室伏鴻の

活動の特色 ・略歴」については割愛 した。

まとめ

 80年 代に舞踏は活発な公演活動や出版物等 に

よってヨーロッパにて広が りを見せた。室伏鴻の

発言より舞踏を新たな踊 りを生み出す一つの可能

性 として提示する, 開かれたものとして提示する

ことが意識されていることが明らかになった。今

後他の舞踏家の活動及び受け手側への調査を経て

舞踏の受容状況を明らかにすることを課題とする。

1 ヨー ロ ッパ で の 登場 の 後 に ア メ リ カで も舞 踏 が 広 く

 知 られ る よ うに な る の だ が, これ につ い て は 別 の 機 会

 に述べ る。
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6 最終 的には前 述 した舞 踏家や他の舞踏家の活動 を明

 らかにする必 要がある と考 えている。

7 筆者による室伏鴻へのインタビュー, 2000年9月25日
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 「アンチ ダンス」 の話 を用 いている。 この点 について

はあ らためて考察す る必 要が ある。
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